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「
笛
吹
市
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
」
の
建
設

に
向
け
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
価
値
あ
る

施
設
に
な
る
よ
う
「
笛
吹
市
多
機
能
ア

リ
ー
ナ
建
設
委
員
会
」
を
設
置
し
、
市

役
所
内
部
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
い
ま
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
施
設
の
建

設
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
笛
吹
市
と
し
て
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
に
は
、
既
存
の

施
設
で
は
狭
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　
合
併
前
の
町
や
村
の
時
代
で
し
た
ら
、

人
口
数
か
ら
す
れ
ば
既
存
の
施
設
で
も

十
分
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が

一
堂
に
会
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、

市
民
活
動
を
し
た
り
、
交
流
を
深
め
た

り
す
る
に
は
無
理
が
あ
り
、
や
む
な
く

分
散
し
て
の
集
ま
り
を
計
画
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
整
備
に
は
そ
れ
な
り
に
ま
と

ま
っ
た
資
金
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
い

か
に
効
率
的
に
行
政
を
運
営
し
て
い
く

か
、
資
金
の
調
達
と
い
っ
た
こ
と
も
重

要
な
問
題
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
国
の
巨
額
な
補
助
金

等
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
地
方

自
治
体
が
自
分
の
資
金
を
持
ち
出
す
こ

と
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
合
併
し
た
市
町
村
に

有
利
な
合
併
特
例
債
が
確
実
な
資
金
と

な
る
の
で
す
。

　
た
だ
、
こ
の
合
併
特
例
債
に
は
活
用

で
き
る
期
限
が
あ
り
、
平
成
26
年
度
ま

で
の
事
業
が
対
象
で
す
。
こ
の
機
会
を

逸
し
た
ら
こ
の
よ
う
な
施
設
整
備
は
困

難
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
施
設
整
備
で
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
建
設

し
た
施
設
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
費

用
を
い
か
に
抑
え
て
い
く
か
、
で
す
。

こ
れ
は
、
他
の
事
業
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
、
こ
の
多
機
能

ア
リ
ー
ナ
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
計
画

し
て
い
る
大
型
施
設
整
備
を
行
っ
た
場

合
の
10
年
間
を
見
据
え
た
長
期
財
政
推

計
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
基
本
設
計
を
委
託
す
る
業
者

選
定
の
段
階
か
ら
、
徹
底
的
な
経
費
削

減
の
た
め
の
提
案
を
重
要
な
評
価
の
一

つ
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
の
完
成
し
て

か
ら
の
活
用
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
そ
こ
で
は
、
地
域
だ
け
に
限
ら
れ
て

い
た
競
技
や
行
事
を
市
と
し
て
一
箇
所

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
各
学
校
や
保
育
所
な
ど
で
し
か
開
催

で
き
な
か
っ
た
集
い
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
、
市
内
で
の
大
き
な
計
画
が
可
能
と

な
り
、
そ
こ
で
の
交
流
が
生
涯
の
か
け

が
え
の
な
い
友
達
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ス
ポ
ー
ツ
で
は
一
流
選
手
の
プ
レ
ー

を
観
戦
す
る
こ
と
で
、
き
っ
と
自
分
の

励
み
に
な
っ
た
り
、
技
を
磨
く
ヒ
ン
ト

を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
地
域
で
行
わ
れ
る
市
民
文
化
祭
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
を
開
催
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
県
立
博
物
館
と
の
連
携
を
協
定
し
た

こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
学
術
会
議
を
は

じ
め
、
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
諸
団
体
や

諸
機
関
、
観
光
関
係
の
全
国
大
会
と
い

っ
た
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
こ
の

施
設
が
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
が
さ

ら
に
活
性
化
し
、
そ
れ
が
市
民
の
皆
さ

ん
の
価
値
と
も
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
、
今
後
、

基
本
設
計
業
務
か
ら
始
ま
り
、
実
施
設

計
業
務
（
建
設
す
る
た
め
の
本
格
的
な

設
計
）
を
平
成
24
年
度
ま
で
に
行
い
、

各
種
の
認
可
や
協
議
を
か
さ
ね
、
平
成

25
年
度
半
ば
で
の
着
工
、
平
成
26
年
度

末
で
の
完
成
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
く

予
定
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
多
機
能
ア
リ
ー

ナ
」
が
有
意
義
で
有
効
な
活
用
の
場
と

な
る
よ
う
、
事
業
の
推
進
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
」
に
関
す
る
情
報

は
、
随
時
「
広
報
ふ
え
ふ
き
」
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

h
t
t
p

:/
/

w
w

w
.c

it
y

.f
u

e
f
u

k
i.

y
a

m
a

n
a

s
h

i.jp
/

　
「
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
」
へ
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

経
営
企
画
課
　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建

設
班
　
Ｆ
Ａ
Ｐ
（
フ
ァ
ッ
プ
）※

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
2
8

○
施
設
の
名
称

　（
仮
称
）
笛
吹
市
多
機
能
ア
リ
ー
ナ

○
用
途

　
・
ア
リ
ー
ナ

　
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
３
面
及
び

付
帯
施
設
（
国
民
体
育
大
会
施
設
基
準

を
満
た
し
た
公
式
コ
ー
ト
）

・
１
５
０
０
人
〜
２
０
０
０
人
規
模
の
集

会
等
が
開
催
で
き
る
機
能

○
建
設
予
定
地

　
山
梨
県
立
博
物
館
周
辺
エ
リ
ア

○
敷
地
面
積
　
約
４
万
㎡

○
延
床
面
積
　
約
１
万
㎡
上
限

○
駐
車
場
台
数
　
６
０
０
〜
１
０
０
０
台
程

度
（
身
障
者
・
大
型
バ
ス
等
含
む
）

○
概
算
事
業
費
　
35
億
円
以
内
（
本
体
工
事
、

外
構
工
事
、
備
品
購
入
費
、
設
計
、
監
理
費

を
含
む
。た
だ
し
、用
地
補
償
費
を
除
く
）

※
こ
の
事
業
に
係
る
財
源
は
、
合
併
特
例
債

を
主
と
し
た
費
用
で
賄
う
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
（
合
併
特
例
債
に
つ
い
て
は
決
算

特
集
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

※
F
A
P
（
フ
ァ
ッ
プ
）は「
笛
吹
ア
リ
ー
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
の
通
称
で
す
。

　
合
併
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
笛

吹
市
の
中
心
施
設
と
な
る
「
笛
吹
市
多

機
能
ア
リ
ー
ナ
」
建
設
事
業
が
い
よ
い

よ
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め

各
種
団
体
の
皆
様
に
も
多
く
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
去
る
9
月
の
定
例
議
会
で
基

本
設
計
等
の
予
算
案
を
議
決
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
努
力
い
た

だ
き
ま
し
た
多
目
的
施
設
建
設
検
討
委

員
会
の
皆
様
方
や
関
係
者
の
皆
様
に
あ

ら
た
め
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す

　
私
は
、
こ
の
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
を
、

合
併
し
た
7
万
2
0
0
0
人
の
市
民
の

皆
様
が
「
集
い
」
「
学
び
」
「
遊
ぶ
」
こ

と
に
よ
り
、
市
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く

中
心
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
基
本
は
、
「
人
づ
く
り
」
「
健

康
づ
く
り
」
「
交
流
づ
く
り
」
で
あ
り
、

市
民
の
皆
様
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯

学
習
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
交
流
の
場

と
し
て
の
施
設
で
あ
り
ま
す
。

『
み
ん
な
で
つ
く
る
笛
吹
市
』

　
一
人
ひ
と
り
の
市
民
の
皆
様
が
こ
の

施
設
を
中
心
に
、
各
地
区
に
あ
る
体
育

館
や
生
涯
学
習
施
設
と
連
係
し
た
組
織

の
中
で
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
や
、
又
、

地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
、
そ
の
た

め
の
施
設
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



　
国
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
再

流
行
を
警
戒
し
、
今
年
も
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
今
年
の
ワ
ク
チ
ン
は
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
加
え
た
混
合
型
の
ワ
ク
チ

ン
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
優
先
接
種
者
を
定
め
ま
せ
ん
。

任
意
接
種
で
す
の
で
希
望
す
る
方
は
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

○
生
活
保
護
世
帯
の
方

○
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
全

員
が
非
課
税
）
の
方

※
全
額
公
費
負
担
に
該
当
す
る
方
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
等
が
あ

り
ま
す
。

※
10
月
以
降
に
接
種
済
み
の
方
で
全
額

公
費
負
担
対
象
者
の
方
は
償
還
払
い

の
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
受
け
る
方
で
こ
の
2
つ
の

条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
も
、

全
額
公
費
負
担
の
対
象
で
す
。

ま
た
、
こ
の
2
つ
の
条
件
の
い
ず
れ

に
も
該
当
せ
ず
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
す
る
場

合
は
、
1
回
を
限
度
に
2
0
0
0
円

が
助
成
さ
れ
ま
す
。

○
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
は

3
6
0
0
円

○
64
歳
以
下
の
方
が
接
種
す
る
場
合

・
1
回
目
の
接
種
の
場
合
…
3
6
0
0

円
（
上
限
額
）

・
医
師
が
必
要
と
認
め
2
回
目
の
接
種

を
受
け
る
場
合
で
、
1
回
目
と
同
じ

医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
る
場
合
…

2
5
5
0
円
（
上
限
額
）

・
医
師
が
必
要
と
認
め
2
回
目
の
接
種

を
受
け
る
場
合
で
、
1
回
目
と
違
う

医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
る
場
合
…

3
6
0
0
円
（
上
限
額
）

・
予
診
の
結
果
、
接
種
を
行
え
な
か
っ

た
場
合
…
1
7
9
0
円
（
上
限
額
）

　
1
歳
〜
13
歳
未
満
は
2
回
、
13
歳
以

上
は
1
回
の
接
種
が
目
安
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

接種医療機関名 所在地（住所） 電話番号

【必ず予約をしてください】

清水内科クリニック 石和町松本1108-1 055（261）8887

原皮膚科医院 石和町松本1101 055（288）0112

窪田医院 石和町市部890 055（262）2719

小林医院 石和町市部1021 055（262）3185

黒沢内科 石和町市部716-5 055（263）3400

林産婦人科医院 石和町四日市場1841-6 055（262）2021

磯山皮膚科医院 石和町四日市場1791-4 055（263）5777

長坂クリニック 石和町小石和2645 055（262）1103

ふえふきこどもクリニック 石和町井戸172‐1 055（244）5311

桧垣耳鼻咽喉科・気管食道科医院 石和町今井188 055（263）1887

しむら医院 石和町東高橋131 055（262）0688

三枝クリニック 石和町河内37－2 055（261）2555

笛吹脳神経外科内科 石和町広瀬772－1 055（261）7888

長坂整形外科医院 石和町広瀬718 055（263）5507

三科医院 春日居町桑戸698－1 0553（26）3377

弦間医院 一宮町末木864－2 0553（47）0510

中里内科クリニックDM 一宮町本都塚148－1 0553（47）7222

望月内科クリニック 御坂町井之上819－1 055（261）2220

篠原医院 御坂町栗合168 055（262）3006

古屋医院 御坂町夏目原750－1 055（262）0045

八代戸田内科クリニック 八代町高家304－1 055（265）3366

花の丘たちかわクリニック 境川町大坪103 055（266）8181

境川診療所 境川町石橋2207－1 055（266）2012

一宮温泉病院 一宮町坪井1745 0553（47）3131

笛吹中央病院 石和町四日市場47－1 055（262）2185

石和共立病院 石和町広瀬623 055（263）3131

石和温泉病院 石和町八田330－5 055（263）0111

甲州リハビリテーション病院 石和町四日市場2031 055（262）3121

春日居リハビリテーション病院 春日居町国府436 0553（26）4126

奈須内科 石和町市部1058 055（263）6677

笛吹市芦川国民健康保険診療所 芦川町鶯宿466－1 055（298）2170

御坂共立診療所 御坂町八千蔵538－1 055（263）1655

富士温泉病院 春日居町小松1177 0553（26）3331

（掲載の順番は、接種医療機関名のあいうえお順です）



　　
笛
吹
市
は
「
桃
・
ぶ
ど
う
日
本
一
と

温
泉
の
郷
」
で
す
。
自
分
や
家
族
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
、
も
っ
と
温
泉
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
こ
で
は
、
温
泉
を
健
康
づ
く
り
に

活
か
す
方
法
や
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

情
報
等
を
紹
介
し
ま
す
。
昨
年
度
の
受

講
者
は
、
心
や
身
体
の
癒
し
、
ス
ト
レ

ス
解
消
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
血
糖
値
、
体
脂
肪
率
、
血
圧
値
の
改

善
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
温
泉
活
用
健
康
づ
く
り
講
座
」
で
温

泉
を
上
手
に
楽
し
ん
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
の
改
善
、
疲
労
回
復
、
体
力

づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
笛
吹
市
民
が
対
象
で
す
。

　　
希
望
者
は
託
児
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

育
児
で
疲
れ
た
心
と
体
を
温
泉
と
体
操

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
出
産
後
６
カ
月
を
経
過
し
て

い
る
市
民

▼
日
時
　
平
成
23
年
１
月
17
日
（
月
）
・

31
日
（
月
）
、
２
月
14
日
（
月
）
・
28
日

（
月
）
、
３
月
14
日
（
月
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
場
所
　
な
ご
み
の
湯

▼
内
容
　

○
骨
盤
底
筋
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
○
温
泉
の
入
り
方

○
毎
日
の
食
事
か
ら
美
し
く

○
あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
?

○
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
予
防

○
プ
チ
う
つ
に
つ
い
て

○
タ
バ
コ
の
害
と
禁
煙
の
最
新
情
報

▼
定
員
　
20
人
程
度

▼
参
加
費
　
２
０
０
０
円

※
託
児
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
座
終

了
後
は
温
泉
を
利
用
で
き
ま
す
。

　　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
の
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン

を
利
用
し
た
水
中
運
動
（
ク
ア
ロ
ビ
ク

ス
）
と
15
種
類
の
浴
槽
を
楽
し
め
る
コ

ー
ス
で
す
。
膝
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず

に
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
方
に
お
す

す
め
し
ま
す
。

▼
対
象
　
20
歳
以
上
〜
65
歳
未
満
の
市
民

※
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
23
年
１
月
11
日
（
火
）
・

24
日
（
月
）
、
２
月
７
日
（
月
）
・
21
日

（
月
）
、
３
月
７
日
（
月
）

※
血
液
検
査
日
は
1
月
6
日
（
木
）
と
3

月
9
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

▼
場
所
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

▼
内
容
　

○
血
液
検
査
（
希
望
者
に
脂
質
異
常
症

と
糖
尿
病
の
検
査
を
し
ま
す
）

○
心
と
か
ら
だ
を
元
気
に
す
る
温
泉
活

用
術

○
体
力
測
定
、
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス

○
陥
り
や
す
い
食
事
の
『
悪
習
慣
』
こ

ん
な
生
活
、
繰
り
返
し
て
い
ま
せ
ん

か
○
あ
な
た
は
大
丈
夫
!?
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群

○
メ
タ
ボ
対
策
に
効
果
的
な
ク
ア
ロ
ビ

ク
ス
運
動

※
講
座
の
期
間
中
使
え
る
、
ク
ア
ハ
ウ

ス
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
（
多
目
的
温
泉
）

利
用
券
と
公
営
温
泉
利
用
券
（
な
ご

み
の
湯
、
み
さ
か
の
湯
、
も
も
の
里

温
泉
）
を
発
行
し
ま
す
。

▼
定
員
　
20
人
程
度

▼
参
加
費
　
５
０
０
０
円

▼
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
受

講
を
希
望
す
る
講
座
名
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
申
込
後
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　
11
月
１
日
（
月
）
〜
12
月
17
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
2

明るいバーデゾーン（多目的温泉）でク
アロビクスをする参加者

　市教育委員会では、生涯学習の機会が充実することを目指して市民講座を開講します。皆さんのお
申し込みをお待ちしています。

▼募集期間　11月1日（月）～19日（金）　午前９時～午後５時
　　　　　　期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。

▼申込方法　規定の申込書に記入して、持参・ファックス・Eメール・郵送のいずれかでお申し込み
ください。その際には、必ず「講座番号と講座名」のご記入をお願いします。申込書は、
各支所や市内図書館窓口などにおいてあります。また、このページのコピーもご利用い
ただけます。

○持参の場合　「笛吹市役所南館３階� 生涯学習課」または「各支所地域課及び地域住民課）」窓口
　　　　　　（閉庁日、休館日を除きます）

○ファックスの場合　F A X � 0 5 5（ 2 6 1 ）3 3 4 0
○�E - m a i l の場合　申込書を笛吹市HPからダウンロードし、Eメールに添付してください。
　　　　　　　　　　shogaigakusyu@city.fuefuki.lg.jp

■郵送・問合せ先　　〒406－0031　笛吹市石和町市部809－１　笛吹市役所南館内
�������������������������　　笛吹市教育委員会�生涯学習課�生涯学習担当
�����������������������　　��☎�0 5 5（ 2 6 1 ）3 3 3 9

▼その他
○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先となります。
○受講が決定した方または、抽選に外れてしまった方には、講座受講者決定通知書または、落選通

知書をお届けしますので必ず内容をご確認ください。
○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などが必要な場合は、先に講座受講者決定通知書

でお知らせする銀行口座へ振り込んでください。（1,000円未満は除く）ただし、受講者の都合
で受講できなくなった場合は、負担金の返金はできません。なお、主催者の都合により講座が行
われなかった場合は、振込み手数料を除いて返金します。

○希望者が一定の数に達しない場合などには、講座を取りやめることもあります。

※市民講座の内容は、初心者を対象としています。引き続き受講を希望される場合や、もう少し高い
レベルの講座を受講したい場合などは、自主（任意）グループを結成することで、施設使用料が一
定の期間助成され、講座を継続できる場合もあります。詳しくは、各講座担当の生涯学習コーディ
ネーターにご相談ください。

笛吹市民講座「スコレー大学」３学期講座受講申込書

住　所

電話番号 生年月日 大・昭・平　　年　　月　　日

フリガナ

男・女

申込者氏名

希望する
講座番号

希望する
講座番号 講　座　名講　座　名

〒
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スコレー大学

講
座

長期講座　着物リメイク
古い着物で作るリバーシブルベスト

講師 菅原さち子�先生 定員 20人

会場 スコレーパリオ

日時 平成23年1月12日・26日、2月9日･23日、3月9日･
23日･30日　各水曜日��午後1時30分～3時30分

受講料 着物をお持ちの方は無料

タンスの中に眠っている着物2枚をリメイクし、ステキな
リバーシブルのベストに変身させます。初めての方でも大
丈夫！！手縫いで優しく仕上げます。※着物がない方はお
問い合わせください。（5,000円程の受講料が発生します）

1

講
座 レザーで作るお雛様

講師 志村まき子�先生 定員 15人

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 平成23年2月3日・10日・17日・24日
各木曜日　午後2時～3時30分

受講料 3,000円

来年のひな祭りにはあなたの手作りのお雛様を飾ってみま
しょう。レザーでつくるので、ひと味違う風合いとなります。

2

講
座 ステンシル教室

講師 高松みち子�先生 定員 20人

会場 春日居あぐり情報ステーション

日時 平成23年2月3日・10日・17日・24日、3月3日・
10日　各木曜日　午後1時30分～3時30分

受講料 5,000円

ふた付ＢＯＸにオリジナルデザインでステンシルをします。
既製の型を使わず、型切りから始め、ステンシルまでの
基本テクニックを学びます。初心者の方大歓迎です。

3

講
座 初心者レザークラフト教室

講師 石和町文化協会レザークラフト部員 定員 10人

会場 スコレーパリオ

日時 平成23年2月10日・24日、3月10日・24日・31日
各木曜日　午後7時30分～9時

受講料 3,500円

牛革に模様を付け染色して携帯ケースとカードホルダー
を作ります。自分だけのオリジナル作品に感動してみま
せんか。

4

講
座 初心者華道教室

講師 石和町文化協会華道部員 定員 15人

会場 スコレーパリオ

日時 平成23年1月12日・26日、2月9日・23日、3月9日
各水曜日　午後7時～8時30分

受講料 850円

季節の草木の花を愛（め）で、生け込んだ花々を見ながら、
ちょっぴり贅沢な時間を作ってみませんか。

5

講
座 プリザーブドフラワー教室

講師 角田万紀�先生 定員 20人

会場 スコレーセンター

日時 平成23年2月24日、3月3日・10日　
各木曜日　午後1時30分～3時

受講料 4,000円

プリザーブドフラワーの入門教室です。どなたでも簡単
にできますので、お気軽にご参加ください。

6

講
座 大人のための似顔絵教室

講師 風間繁樹�先生 定員 20人

会場 学びの杜みさか

日時 平成23年1月17日・24日・31日、2月7日・14日
各月曜日　午前10時～11時30分

受講料 無料

絵に親しみ、描く楽しさを味わいましょう。初めての方
も基礎から学習しますのでお気軽にご参加ください。

7

講
座 初心者書道教室

講師 御坂町文化協会書道部員 定員 12人

会場 御坂農村環境改善センター

日時 平成23年1月22日、2月5日・19日、3月5日・19日
各土曜日　午後1時30分～3時30分

受講料 3,000円

楷書、行書、草書、かな等の基礎から作品の仕上げまで
学びます。「書く」こと、「作品を作り、多くの方に見て
もらうこと」の楽しさを味わってみませんか。

8

講
座 無添加味噌づくり

講師 鶴田文雄�先生 定員 20人

会場 スコレーセンター

日時 平成23年1月19日(水)　午前8時30分～午後4時

受講料 2,000円

食品添加物のない安心・安全な「味噌」を手作りします。
遺伝子組換えでない国産大豆と天然塩を使用します。本
物の味をご賞味あれ！！�一人4kg容器付きです。

9

講
座 健康料理教室

講師 前田英美�先生 定員 20人

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 平成23年1月27日（木）、2月25日（金）
午前10時～午後12時30分

受講料 400円

あなたの食事は大丈夫？笛吹市の食事バランスガイドを
使って、自分の食べる量を学びましょう。笛吹市の食材
で料理し、おいしく食べます。

10

09��FUEFUKI�CITY

3学期講座のご案内

講
座 初心者茶道教室

講師 御坂町文化協会茶道部員 定員 10人

会場 御坂農村環境改善センター

日時 平成23年1月13日・20日、2月3日・17日、3月3日
各木曜日　午後1時～3時30分

受講料 1,000円

初心者でも簡単に覚えることのできる「盆略手前」を学
びます。併せて薄茶の頂き方も習います。

11

講
座 初心者煎茶道教室

講師 境川町文化協会煎茶道部員 定員 10人

会場 境川総合会館

日時 平成23年1月18日・25日、2月1日・8日・15日
各火曜日　午前10時～11時30分

受講料 500円

玉露のお茶を楽しみましよう。おいしいお茶をいれるた
めの手順から、お手前へと煎茶道の世界を体験しましょう。

12

講
座 茶の湯を体験しましょう

講師 石和町文化協会茶道部員 定員 10人

会場 スコレーセンター

日時 平成23年2月26日、3月5日・12日・19日・26日
各土曜日　午後1時30分～3時30分

受講料 1,500円

席入り、茶のお点前を見て主菓子と干菓子、お薄のいた
だき方を学びます。毎回2腹のお茶を味わいます。

13

講
座 美しい声をつくる楽しい歌声教室

講師 石和町文化協会コーラス部員 定員 12人

会場 スコレーセンター

日時 平成23年1月18日・25日、2月1日・8日・15日
各火曜日　午後8時～9時30分

受講料 300円

腹式呼吸、声の出し方の基本や歌唱法を学んで、みんな
で楽しく歌いましょう!

14

講
座 初心者三味線教室

講師 石和町文化協会三味線部員 定員 10人

会場 スコレーパリオ

日時 平成23年1月21日・28日、2月4日・18日・25日
各金曜日　午後7時30分～9時30分

受講料 6,000円（三味線レンタル料その他）※三味線をお
持ちの方はレンタル料（4,000円程度）はかかりません。

初心者向け三味線講座です。三味線の構え方、音の出し
方から簡単な曲が弾けるまでを学びます。

15

講
座 着物着付け教室

講師 小林美智子�先生 定員 15人

会場 八代総合会館

日時 平成23年1月12日・19日・26日、2月2日・9日
各水曜日　午後7時～9時

受講料 無料

ワンピースもジーンズも、どれも良いけど、たまにはち
ょっとだけ特別な日のために受講してみませんか。（着物
貸し出し有）

16

講
座 「召しませきもの」初心者着付け教室

講師 鈴の会 定員 15人

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 平成23年2月15日・22日、3月1日・8日・15日
各火曜日　午後2時～4時

受講料 無料

カジュアルからフォーマルまでポイントを押さえた着付け
を学びます。来春は、着物を着て気軽に出かけてみませんか。

17

講
座 初心者入門・初級囲碁講座

講師 石和町文化協会囲碁部員 定員 8人

会場 スコレーセンター

日時 平成23年1月8日（土）・25日（火）、2月22日（火）、
3月12日（土）・22日（火）　午後1時～5時

受講料 無料

初めての方を対象に囲碁のルールや用語の説明から行い、
碁力に応じて高段者と対局します。

18

講
座 初心者将棋教室

講師 八代町文化協会将棋部員 定員 20人

会場 八代総合会館

日時 平成23年1月29日、2月5日・12日・19日・26日
各土曜日　午前10時～正午

受講料 無料

将棋を始めたい方、興味がある方など、初めての方を対
象とした講座です。ルールやマナー等を学び、楽しく将
棋をしてみませんか。

19

講
座 椎茸植菌体験教室

講師 弦間林業（有）社員

定員 40人

会場 金川の森管理事務所

日時 平成23年3月9日（水）　午前9時30分～正午

受講料 800円

地元産の原木を使いシイタケの植菌を体験してみませんか?
原木栽培のキノコは天然キノコに匹敵する風味と味わい
があるそうです。1人2本のお持ち帰りキノコ付きです。

20



スコレー大学

講
座

講師 八代町文化協会舞踊部員 定員 10人

会場 八代総合会館

日時 平成23年1月20日（木）・27日（木）、2月9日（水）・
23日（水）、3月2日（水）　午後7時30分～9時30分

受講料 無料

これから何か趣味を見つけたいと思っている方、民謡・舞
踊に興味のある方、どなたでも大歓迎！！� 最初に山梨の
民謡武田節から始めましょう。

21

講
座 初心者ダンス教室

講師 八代町文化協会ダンス部員 定員 15人

会場 八代総合会館

日時 平成23年1月30日、2月6日・13日・20日・27日
各日曜日　午後7時30分～9時30分

受講料 無料

初心者を対象に、初歩的なステップを学びます。ダンスに
興味がある、一度体験してみたい、そんな方にお勧めです。

22

講
座 初心者のための社交ダンス教室

講師 石和町文化協会スコレーダンス部員 定員 20人

会場 スコレーセンター

日時 平成23年2月24日、3月3日・10日・17日・24日
各木曜日　午後7時30分～9時

受講料 無料

初心者を対象に、社交ダンスの初歩的なステップを学ん
でみませんか。

23

講
座 コアエクササイズ&リラクゼーション

講師 佐久間千景�先生 定員 30人

会場 石和清流館

日時 平成23年1月13日・20日・27日、2月3日・10日
各木曜日　午後1時30分～2時30分

受講料 無料

体幹のバランスを整えるコアエクササイズで、姿勢を良
くし、転びにくい身体作りを行います。また、リラクゼ
ーションでは腰痛予防の動きを取り入れながら心身を開
放し、ゆっくりと静かに流れる時間を楽しみます。

24

講
座 やさしくなれるヨーガ

講師 佐藤江利�先生 定員 30人

会場 八代総合会館

日時 平成23年2月17日・24日、3月3日・10日・17日
各木曜日　午後7時～8時30分

受講料 無料

心臓から一番遠い四肢から動かし、首周りを暖めてから
体の中心へ向かう動きをします。血行を良くし、心身と
もにリフレッシュしましょう。

25

講
座 バランスヨガ 初心者舞踊教室

講師 早川真白�先生 定員 15人

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 平成23年2月15日・22日、3月1日・8日・15日
各火曜日　午前10時～11時30分

受講料 無料

身体の左右を調整し、肩こりの解消や腰痛予防をして身
体と心のバランスを整えましょう。

26

講
座 身近な道具で元気アップ講座

講師 半田美惠子�先生 定員 30人

会場 働く婦人の家（八代町）

日時 平成23年1月18日・25日、2月1日・8日・15日・
22日　各火曜日　午前10時～11時30分

受講料 無料

日常よく見かける道具や小物を使って運動を行います。
今回は「椅子」を使ったエクササイズを体験します。

27

講
座 護身術&整体教室

講師 少林寺拳法山梨石和道院所属拳士 定員 20人

会場 石和清流館

日時 平成23年1月20日・27日、2月3日・10日
各木曜日　午後7時30分～9時

受講料 無料

犯罪者などから自分の身を守ることを前提に、色々な場
面を想定した対処法を学んでみましょう。整体教室では
肩こり・腰痛の緩和、背中の調整等の知識を学び、健康
な日常生活を過ごしましょう。

28

講
座 いつまでも元気で楽しく生きるための健康講座

講師 荻原ますみ�先生 定員 30人

会場 境川総合会館

日時 平成23年1月20日、2月3日・17日
各木曜日　午後1時30分～3時

受講料 無料

観たい、聴きたい、してみたいをモットーに、健康で長
生きする為の秘訣を、講義と実践を交えて学びましょう。

29

講
座 健康講座「アロマ体験」

講師 長澤江里�先生 定員 15人

会場 金川の森管理事務所

日時 平成23年2月26日（土）　午前9時30分～正午

受講料 300円

アロマオイルをブレンドしてオリジナルの香り作りを体
験したり、アロマセラピーの基礎知識や利用法などにつ
いて学びます。

30

3学期講座のご案内

講
座 シリーズ山梨の戦争遺跡～峡東地区

講師 市教育委員会生涯学習課員 定員 20人

会場 笛吹市、山梨市、甲州市

日時 平成23年2月4日（金）
午前8時　スコレーセンター南側駐車場集合出発
午後12時30頃帰着予定

受講料 無料

山梨の戦争遺跡を訪ねます。今回は笛吹市を含む峡東地
区です。但し、現存しているものは殆ど無く、かつてあ
った場所を巡り講師の話を聞きます。

31

講
座 山梨の仏像

講師 県立博物館学芸員�近藤暁子�氏 定員 20人

会場 ㈰県立博物館　㈪大善寺、放光寺、善光寺見学予定

日時 ㈰平成23年2月16日（水）　午後1時30分～3時
㈪平成23年2月23日（水）　午後1時スコレーセン
　ター南側駐車場出発　午後4時30分帰着予定

受講料 1,000円

山梨の仏像について学びます。1回目は仏像の歴史や種類な
ど仏像鑑賞の基礎知識学び、2回目は仏像の鑑賞に行きます。

32

講
座 南アルプス市安藤家住宅の雛祭り見学

講師 南アルプス市教育委員会職員 定員 30人

会場 安藤家住宅、ふるさと文化伝承館

日時 平成23年3月4日（金）　午後1時スコレーセンター
南側駐車場集合出発　午後4時30頃帰着予定

受講料 240円

安藤家住宅のお雛様見学の後、ふるさと文化伝承館で南
アルプス市の歴史と地域について学びます。

33

講
座 長期中国語講座

講師 李小燕�先生 定員 15人

会場 春日居あぐり情報ステーション

日時 平成23年1月18日（火）・25日（火）、2月1日（火）・
8日（火）・15日（火）・22日（火）、3月1日（火）・
8日（火）・15日（火）・16日（水）
午後7時～8時30分

受講料 無料

初心者のための中国語講座です。中国語を学びながら中
国の文化や日常生活に触れてみませんか?

34

講
座

江戸時代　古文書より見る
笛吹市おもしろ話

講師 一宮町文化協会郷土史会員 定員 30人

会場 スコレーセンター

日時 平成23年1月12日・26日、2月9日・23日、3月9日
各水曜日　午後1時30分～3時30分

受講料 無料

江戸時代の笛吹市の様子（当時の事件、代官所との関わり、
百姓一揆など）を簡単な古文書を例に紹介します。

35

講
座

シリーズ笛吹学

ふえふきってどんなとこ?
講師 県立博物館学芸員　井澤英理子�氏、近藤暁子�氏

山梨文化財研究所　櫛原功一�先生

定員 50人会場 学びの杜みさか

日時 平成23年1月23日、2月27日、3月20日
各日曜日　午後1時30分～3時

受講料 無料

市内にはたくさんの歴史遺産が残っています。笛吹市の魅
力について、歴史分野で様々な研究している先生に、お話
ししてもらいます。今回は絵画、仏像と縄文時代です。

36

講
座 学習会「日本の文化にふれて見よう!」

講師 土橋春園�先生 定員 15人

会場 働く婦人の家（八代町）

日時 平成23年3月3日・10日　各木曜日
午後1時30分～3時

受講料 無料

日本には、昔から自然との調和の中で日常生活に知恵を
働かせた文化があります。古き良き時代の文化にふれ、
昔の人の知恵に共感してみませんか!

37

講
座 初心者ギターorマンドリン教室

講師 石和町文化協会マンドリンクラブ部員

定員 15人会場 スコレーパリオ

日時 平成23年1月15日・29日、2月5日・12日・19日・
24日　各土曜日　午後8時～9時30分
㈰ギター　㈪マンドリン
※㈰㈪どちらを受講希望するか選んで申込書に記入

受講料 200円

ギターまたは、マンドリンを基礎から学ぶ初心者中心の講座です。
昔経験したことがある方もご参加ください。ギターは各自ご用
意ください。マンドリンがない方はお貸しします。

39

講
座 日本語ボランティア

講師 JICA山梨デスク�伊藤理絵�先生、日本語塾「和」会員

定員 20人会場 スコレーパリオ

日時 平成23年3月4日・11日・18日・25日
各金曜日　午後7時30分～9時

受講料 無料

笛吹市には約1,000人の外国人が登録されています。あな
たも、地域の外国人に日本語を教えてみませんか?

38



■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

全国から
たくさんの人に
参加して
もらえたのね～。

参考になる
意見がもらえて
よかったね。

笛ちゃん 吹ちゃん

笛吹市男女共同参画推進委員会

　埼玉県嵐山町にある国立女性教育会館（通称ヌエック）をご存知でしょうか。国立女性教育

会館は、男女共同参画社会実現のための学びの拠点です。ここでは、毎年夏に「男女共同参画

のための研究と実践の交流フォーラム」が開催されます。私たち男女共同参画推進委員が、こ

のフォーラムに参加するようになってから4年目となります。今年も昨年に引き続きワークショ

ップを開催しましたので、この様子を紹介します。

　家庭部会で制作した歌・体操“輝けチャチャ

チャ笛吹の未来”で出迎えた私たちのワークシ

ョップ「市民アンケートから見えてきたこと～

次期市プラン策定に向けての考察」には、北は

北海道、南は長崎県から65人の参加をいただき

ました。

　今年のワークショップでは、4・5月に行った

市民アンケート調査の結果と考察、そして現在、

推進委員会で調査・研究を行っている第2次男女

共同参画プラン策定を見こして、推進委員会が

今後どのような活動を考えているのかについて、

委員から発表をおこないました。

　その後、会場の皆さんとの意見交換、先進事

例の収集を行いました。参加者の一人から「“男

女共同参画”という言葉にアレルギーがある。

もっとなじみやすい表現をしたほうが良いので

は。」との発言に対し、別の参加者からは、「“男

女共同参画”にこだわって進めることが大切」

との意見がでるなど、白熱した意見交換ができ

ました。

　アンケートに寄せられた参加者からの声をい

くつかお伝えします。

●皆さんの真剣さと熱心さに頭が下がります。

活発な意見交換がされて、とても良い経験になりました。（北海道40代女性）

●推進委員会でワークショップを実施する力があることに驚きました。（富山県40代男性）

●男女共同参画を推進するのには、市民の力が大きいのだと改めて実感しました。これだけ熱心に

主体的に関わってくれる市民の発掘方法が知りたくなりました。（埼玉県40代女性）

●笛吹市の取組ももちろん、参加者からの意見から多くを学びました。（宮城県50代女性）

　など、前向きなご意見をたくさんいただきました。私たちも自分たち自身の活動の立ち位置を確

認でき、改めて勇気をもらえた研修でした。
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児
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な
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交
通
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す
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康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１



　
五
輪
塔
と
は
、
五
つ
の
図
形
（
下
か

ら
方
形
、
円
形
、
三
角
形
、
半
円
形
、

団
形
あ
る
い
は
宝
珠
形
）
を
重
ね
た
も

の
を
立
体
化
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、

地
・
水
・
火
・
風
・
空
を
表
わ
し
て
い

ま
す
。
こ
の
地
水
火
風
空
の
５
つ
が
宇

宙
の
真
理
を
表
わ
す
と
い
う
五
大
思
想

に
基
づ
き
図
形
化
し
、
日
本
で
こ
の
図

形
を
立
体
化
し
た
の
が
五
輪
塔
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中
国
な
ど
で

は
、
立
体
化
さ
れ
た
塔
の
遺
品
は
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
い
う
五
大

は
五
輪
と
同
じ
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

五
輪
塔
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
を
、
下
か

ら
地
輪
、
水
輪
、
火
輪
、
風
輪
、
空
輪

と
呼
び
ま
す
。

　
五
輪
塔
が
造
ら
れ
始
め
た
の
は
、
平

安
時
代
後
半
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鎌

倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
盛
ん

に
造
ら
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
埋
葬

者
の
塚
の
上
に
五
輪
塔
を
立
て
て
成
仏

す
る
こ
と
を
祈
願
（
大
日
如
来
を
供
養
）

し
た
も
の
で
し
た
が
、
次
第
に
墓
標
と

な
り
、
供
養
塔
や
供
養
墓
と
し
て
造
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

た
め
、
当
初
は
密
教
で
の
み
用
い
ら
れ

ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
で
は
ほ
と
ん
ど

の
宗
派
で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
大
き
さ
も
小
形
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
境
川
町
藤
垈
（
ふ
じ
ぬ
た
）
に
あ
る

常
楽
寺
に
は
、
こ
の
五
輪
塔
が
２
基
残

っ
て
い
ま
す
。
２
基
と
も
安
山
岩
製
で
、

１
基
は
一
部
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

も
う
１
基
は
完
全
な
形
で
、
高
さ
が
１
・

７
６
ｍ
と
大
き
く
、
空
風
輪
が
１
つ
の

石
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

空
風
輪
を
一
石
に
し
て
造
る
こ
と
は
珍

し
く
な
く
、
む
し
ろ
５
つ
よ
り
は
４
つ

の
石
か
ら
造
ら
れ
る
ほ
う
が
、
多
い
よ

う
で
す
。

　
常
楽
寺
が
建
て
ら
れ
た
の
は
江
戸
時

代
（
18
世
紀
末
）
の
こ
と
で
す
が
、
常

楽
寺
の
建
立
の
た
め
、
坊
ケ
峯
に
五
輪

塔
を
移
す
と
い
う
趣
旨
の
文
書
が
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
道
路
の
拡
幅
の
た

め
、
再
び
常
楽
寺
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
常
楽
寺
建
立
前
に
こ

の
五
輪
塔
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、

形
や
大
き
さ
か
ら
鎌
倉
時
代
の
も
の
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
常
楽
寺
の
近
く
の
畑

か
ら
は
、
平
安
時
代
の
瓦
が
採
集
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
付
近
に
は
廃
寺
と

な
っ
た
古
代
寺
院
が
存
在
し
、
恐
ら
く

そ
の
寺
に
こ
の
五
輪
塔
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
域
を
支
配
す
る

有
力
な
豪
族
の
お
墓
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　
次
の
日
程
で
収
穫
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
収
穫
祭
で
は
、
新
鮮
な
高
冷
地
野
菜

や
加
工
品
等
の
特
産
品
を
購
入
で
き
ま

す
。
ま
た
、
芦
川
産
新
鮮
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
秋
の
味
覚
満
載

の
芦
川
町
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
6
日
（
土
）
・
7
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
　
芦
川
農
産
物
直
売
所
『
お
ご

っ
そ
う
家
』

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
芦
川
農
産
物
直
売
所

『
お
ご
っ
そ
う
家
』　（
定
休
日
火
曜
日
）

　
☎
0
5
5
（
2
9
8
）
2
8
2
0

　
市
体
育
指
導
委
員
会
に
よ
る
、
市
内

の
歴
史
・
文

化
の
再
発
見
、

健
康
づ
く
り

を
目
的
に
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
火
）

　
受
付
�

午
前
8
時

　
開
会
�

午
前
8
時
30
分

▼
集
合
場
所
　
石
和
東
小
学
校
�

校
庭

▼
申
込
期
間

　
11
月
1
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）

�
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

佐
藤
陽
子
�
A
u
t
u
m
n

C
o
n
c
e
r
t�

　
2
0
1
0
�

　
秋
の
夜
長
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
11
月
6
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
6
時
30
分

　
開
演
　
午
後
7
時
�

▼
会
場
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
1
0
0
0
円
（
全
席
自
由
席
）

第
2
回
韓
国
料
理
教
室

　
本
場
の
韓
国
・
北
朝
鮮
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
11
月
14
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
会
場
　
調
理
実
習
室

▼
講
師
　
金
純
子
（
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ャ
）
芝

大
門
南
漢
亭
ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
材
料
代
）

▼
問
合
せ
先

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
６
０
６
６

　
11
月
の
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間
に
あ
わ
せ
て
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
講
師
の
大
野
氏
は
、
小
学
校
で
不
登

校
、
高
校
は
一
度
中
退
と
い
う
経
験
を

乗
り
越
え
、
今
で
は
「
歌
う
校
長
」
と

し
て
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
ラ

ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
つ
と
め

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

自
分
に
自
信
を
つ
け
て
、
夢
を
育
て
て

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
こ

め
た
ト
ー
ク
&
ラ
イ
ブ
の
講
演
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
12
日
（
金
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

▼
講
師
　
大
野
実
氏
（
京
都
美
山
高
校

校
長
）

▼
主
催
　
市
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
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趣
味
で
栽
培
し
て
い
る
菊
を
庭
先
に

展
示
し
、
菊
を
鑑
賞
し
な
が
ら
皆
さ
ん

に
巡
っ
て
い
た
だ
く
「
菊
の
散
歩
路
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

▼
日
程
　
11
月
2
日
（
火
）
〜
7
日
（
日
）

▼
コ
ー
ス
　
春
日
居
町
駅
前
広
場
を
基

点
と
し
た
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
「
笛
吹
市
地
域
振
興
促

進
助
成
事
業
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

春
日
居
中
輪
菊
愛
好
会
　
丸
山

☎
0
5
5
3
（
2
6
）
5
0
0
0



　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と

し
て
、
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
朗
読

サ
ー
ク
ル
小
松
は
、
市
民
講
座
「
ス
コ

レ
ー
大
学
」
の
朗
読
教
室
か
ら
誕
生
し

た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
21
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時

　
開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所

　
八
代
総
合
会
館
　
2
階
視
聴
覚
室

※
こ
の
事
業
は
「
笛
吹
市
地
域
振
興
促

進
助
成
事
業
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
朗
読
サ
ー
ク
ル
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
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1
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山
梨
県
立
科
学
館
が
制
作
し
た
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
「
戦
場
に
輝
く
ベ
ガ

〜
約
束
の
星
を
み
あ
げ
て
」
は
、
戦
時

中
に
天
文
航
法
を
使
っ
て
飛
行
機
が
飛

ん
で
い
た
と
い
う
事
実
、
そ
の
た
め
に

必
要
だ
っ
た
デ
ー
タ
を
勤
労
動
員
の
女

学
生
が
計
算
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
物
語
で
す
。

　
今
回
、
こ
の
物
語
を
移
動
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
特
別
上
映
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
実
物
資
料
の
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
火
）
〜
28
日
（
日
）

▼
場
所
　
春
日
居
郷
土
館
　
研
修
室

▼
入
館
料
　
「
星
が
武
器
に
な
っ
た
時
代

〜
戦
場
に
輝
く
ベ
ガ
」
の
み
の
入
場
は
、

無
料

※
広
井
力
展
な
ど
、
他
の
展
示
も
観
覧

す
る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

▼
内
容

○
移
動
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
「
ベ
ガ
」

上
映

・
11
月
23
日
（
火
）

　
午
前
11
時
、
午
後
1
時
30
分

・
11
月
27
日
（
土
）

　
午
前
11
時
、
午
後
1
時
30
分

　
上
映
時
間
25
分

○
実
物
資
料
等
の
展
示

　
気
泡
六
分
儀
、
手
回
し
計
算
機
な
ど

○
世
代
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
地
域
の
戦
争
体
験
者
と
子
ど
も
た
ち

が
戦
争
体
験
の
話
を
聞
い
た
り
、
感

じ
た
り
し
な
が
ら
、
互
い
に
表
現
し

ま
す
。

・
11
月
23
日
（
火
）
午
後
の
上
映
後
の
時

間
帯
に
開
催
し
ま
す
。

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
締
切
　
11
月
18
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
春
日
居
郷
土
館

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
5
1
0
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※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日

県
民
の
日
「
交
通
安
全
祭
り
」

　
交
通
安
全
に
気
を
付
け
な
が
ら
楽
し

く
遊
ん
で
も
ら
う
た
め
、
乗
り
物
の
無

料
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
20
日
（
土
）

受
付
　
当
日
随
時
（
た
だ
し
、
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
混
雑
時

は
乗
車
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

▼
場
所

　
ス
ポ
ー
ツ
の
森
「
乗
り
物
広
場
」

▼
無
料
貸
出
時
間

○
自
転
車
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　
（
1
時
間
以
内
／
1
台
）

○
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

　
（
30
分
以
内
／
1
台
）

※
小
雨
決
行

つ
る
細
工
教
室

　
か
ご
作
り
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
4
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
25
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
持
ち
物
　
つ
る
が
切
れ
る
手
ば
さ
み
、

エ
プ
ロ
ン
、
新
聞
紙
3
〜
4
枚

▼
申
込
受
付
　
11
月
4
日
（
木
）
か
ら

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
「
寄
せ
植
え
」

　
正
月
用
の
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
11
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
受
付
　
11
月
11
日
（
木
）
か
ら

ク
レ
イ
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う

　
樹
脂
粘
土
（
ク
レ
イ
）
な
ど
を
使
っ

て
、
正
月
飾
り
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
18
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
吉
原
ゆ
か
り
氏
（
ク
レ
イ
ア

ー
ト
ス
タ
ジ
オ
　
キ
ャ
ラ
メ
ル
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
11
月
18
日
（
木
）
か
ら

※
た
だ
し
各
イ
ベ
ン
ト
は
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
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▼
資
格

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
女
性
（
市

内
高
校
・
中
学
生
は
学
校
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
）

▼
日
時
　
11
月
20
日
（
土
）

　
開
会
　
午
前
9
時

　
開
始
　
午
前
9
時
30
分

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
　
体
育
館

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
方
法

　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
生
涯
学
習

課
に
備
え
て
い
る
申
込
書
に
名
前
・

住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
フ
ァ

ッ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
す

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
日

　
11
月
5
日
（
金
）
必
着

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
卓
球
連
盟
レ
デ
ィ
ー
ス
部

　
☎
・
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
5
3
5
3
　
望
月

　
☎
・
℻
0
5
5
3
（
4
7
）
5
3
3
1
　
天
野

　
E
メ
ー
ル

sp
o

rts-sh
in

k
o

u
@

city
.fu

e
fu

k
i.lg

.jp

　
果
樹
の
剪
定
枝
の
有
効
活
用
に
も
最

適
な
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
た
炭
焼
き
や
、

炭
俵
作
り
な
ど
の
実
践
的
な
炭
焼
き
を

学
び
、
そ
の
技
術
を
習
得
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
11
月
24
日
（
水
）
〜
26
日
（
金
）

○
24
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

○
25
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
8
時

○
26
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

※
3
日
間
参
加
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま

　
す
。
時
間
は
予
定
で
す
。

※
25
日
夜
間
に
窯
止
め
の
作
業
が
あ
る
の

で
、
25
日
の
晩
、
都
合
が
つ
く
限
り
宿
泊

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
の
火

の
番
を
交
代
で
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
場
所
　
○
甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校

○
甲
州
市
大
和
町
内
の
炭
焼
き
窯

▼
講
師
　
平
山
金
吾
氏
（
現
役
炭
焼
き
師
）

▼
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
　
一
律
1
0
0
0
円

※
材
料
代
・
講
師
謝
礼
と
し
て
。
宿
泊

滞
在
費
は
除
く
。
食
事
は
各
自
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
　
11
月
15
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
　
森
づ
く
り

推
進
課
　
林
業
自
然
保
護
担
当

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
2
1

　行政区や市民活動団体、NPO法人など市内で活動するさまざまな団体や、これから何か活動を始め

てみたいと思っている市民を対象に市民活動支援講座を開催します。

　地域や団体の活動を活性化するヒントとして、また、自分力アップのきっかけづくりとしてぜひご

参加ください。

※開催時間は、いずれの講座とも午後７時～９時の２時間です。
※詳細は、笛吹市または｢よっちゃばるネット笛吹｣のホームページをご覧ください。

■申込・問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当
　　　　　　　　　☎�055（262）4111　E-mail：shiminkatsudoh@city.fuefuki.lg.jp

講座名

市民活動・NPO法
人の組織運営支援
講座

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン ・ 会 議 の 進 め 方
講座

日　程

11月19日（金）

11月26日（金）

1月28日（金）

2月 4日（金）

会　場

市役所本庁

市役所本庁

テーマ（予定）

①活動グループの作り方、グループの
運営と発展

②NPO法人認証を受ける意味・方法・
課題

③活動グループの作り方、グループの
運営と発展（内容は①と同じ）

④NPO法人認証を受ける意味・方法・
課題（内容は②と同じ）

①コミュニケーション向上のコツ

②伝え方で変わる人間関係

③会議の進め方に効果的な技法

④すぐに使えるワークショップづくり

12月 3日（金）

12月10日（金）

12月17日（金）

1月21日（金）

講　師

日原佐徳氏
（行政書士）

石川聡氏
（ﾈｸｽﾄｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ代表）



　
現
在
、
家
庭
で
高
齢
者
等
の
介
護
を

さ
れ
て
い
る
方
、
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
を
対
象
と
し
て
、
家
庭
に
必
要
な
役

立
つ
制
度
、
基
本
的
な
介
護
技
術
、
悪

化
を
予
防
す
る
ケ
ア
、
介
護
者
自
身
の

ケ
ア
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所
等

○
11
月
25
日
（
木
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

・
み
さ
か
学
び
の
杜
　
視
聴
覚
室

・
テ
ー
マ
「
み
ん
な
で
知
ろ
う
！
介
護

の
制
度
」

い
ざ
と
い
う
と
き
に
使
え
る
、
介
護

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
学
ぶ

・
定
員
　
30
名

・
講
師
　
流
石
和
哉
氏
（
社
会
福
祉
士
）

○
12
月
17
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

・
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー�

1
階
ホ
ー
ル

・
テ
ー
マ
「
介
護
の
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！
」

介
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
要
介
護
者

の
体
に
も
優
し
い
介
護
技
術
を
学
ぶ

・
定
員
　
20
名

・
講
師
　
山
下
浩
樹
氏
（
理
学
療
法
士
）

○
平
成
23
年
1
月
27
日
（
木
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

・
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
2
階�

資
料
展
示
室

・
テ
ー
マ
「
元
気
な
お
口
で
お
い
し
く

食
べ
よ
う
！
」

お
口
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
簡

単
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
学
ぶ

・
定
員
　
30
名

・
講
師
　
石
原
徳
子
氏
（
言
語
聴
覚
士
）

▼
参
加
費
　
無
料
　
定
員
が
あ
り
ま
す

の
で
、
各
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
11
月
11
日
は
介
護
の
日
で
す
。

　
85
歳
以
上
の
人
で
は
4
人
中
1
人
に

そ
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
わ
れ
る

認
知
症
。
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、
そ
の
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
は
、
山
梨
日
日
新
聞
に
「
人
の

目
　
医
師
の
目
　
知
っ
て
い
ま
す
か
?

認
知
症
」
を
連
載
し
て
い
た
、
川
崎
幸
（
さ

い
わ
い
）
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
杉
山
孝

博
（
す
ぎ
や
ま
・
た
か
ひ
ろ
）
氏
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
12
日
（
金
）

　
開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
高
齢
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

【つくり方】
①里芋は皮をむき、半分に切りやわらかくなるまで水からゆでる。
②れんこんは皮をむき、2cm厚さに切り、酢水につけて水気を切り、

フライパンで、蒸し焼きにする。（ホットプレートの利用も便利）
③大根は皮をむき、2cm厚さに切り、かくし包丁を入れ、やわら

かくなるまで水からゆでる。
④くるみはフライパンでから煎りして細かく砕く。
⑤Aを混ぜ3等分し、それぞれにくるみ・マヨネーズ・ゆずと合わ

せ3種類の合わせみそを作る。
⑥皿に野菜をのせ、①にくるみみそ　②にみそマヨネーズ　③に

ゆずみそをかけ、それぞれにくるみ・かいわれ大根・ゆずを飾る。

■問合せ先��健康づくり課��健康企画担当��☎055（261）1901

笛吹市の食材

副菜2つ

材料（4人分）
里芋�…………�4個� ゆずの皮�………�少々
れんこん�……�200ｇ� かいわれ大根�…�少々
大根�…………�300ｇ� みそ�……………�大さじ4
くるみ�………�20ｇ　　　A� 砂糖�……………�大さじ2
マヨネーズ�…�大さじ2� みりん�…………�小さじ2

里芋

大根

れんこん

※
対
象
者
に
は
、
詳
し
い
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。
他
市
町
村
よ
り
転
入
さ
れ

た
方
、
予
診
票
の
な
い
方
、
合
併
前

の
予
診
票
を
お
持
ち
の
方
は
、
健
康

づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
今
月
は
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種
が
あ

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
詳
し
い
お
知

ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
前
回

接
種
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
「
こ
ど
も

の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
確
認
し
て
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
み
ん
な
で
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
内
の
障
が
い
者
、
市
内
障

が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時

○
第
1
回
　
11
月
26
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
第
2
回
　
12
月
17
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
第
3
回
は
1
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所

○
第
1
回
　
春
日
居
福
祉
会
館
　
2
階

　
集
会
室
　

○
第
2
回
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ

あ
い
文
化
館
　
和
室

▼
内
容
　
笛
吹
中
央
病
院
の
理
学
・
作

業
療
法
士
に
よ
る
体
操
、
体
を
使
っ

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
体
の

機
能
に
つ
い
て
の
相
談

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法

　
　
第
1
回
目
は
11
月
19
日
（
金
）
、
第

2
回
目
は
12
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
11
月
14
日
は
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

と
し
て
世
界
各
地
で
建
物
を
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
を
し
て
、
糖
尿
病
の

予
防
、
治
療
、
療
養
を
啓
発
す
る
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
糖
尿
病
週

間
」
が
11
月
8
日
か
ら
14
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
糖
尿
病
に
対
す
る
『
無
知
』『
無

関
心
』
『
無
理
解
』
を
な
く
す
活
動
と
し

て
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
知
識
を
ひ
ろ

げ
る
た
め
、
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
糖
尿
病
患
者
向
け
食
品
の
試
食

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
14
日
（
日
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
ア
ピ
オ
本
館
3
階
　
孔
雀
の
間

※
同
日
、
午
後
5
時
30
分
か
ら
9
時
ま
で
、

甲
府
駅
ビ
ル
エ
ク
ラ
ン
や
駅
南
口
の

信
玄
公
像
等
を
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
大
学
医
学
部
第
三
内
科
　
事
務

　
☎
0
5
5
（
2
7
3
）
9
6
0
2

　
こ
こ
ろ
の
不
調
は
、
自
覚
し
に
く
く
、

周
り
か
ら
も
気
づ
か
れ
に
く
い
も
の
で

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
早
め

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
こ
の
よ
う
な
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方

夜
眠
れ
な
い
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
・
妊

娠
や
育
児
を
通
し
て
不
安
が
強
い
・

人
の
名
前
な
ど
を
し
ば
し
ば
思
い
出

せ
な
い
・
自
分
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も

っ
て
し
ま
う
・
外
出
し
た
り
、
人
と

会
う
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
・
身

な
り
を
気
に
し
な
く
な
っ
た
・
今
ま

で
好
き
だ
っ
た
こ
と
へ
の
興
味
や
関

心
が
な
く
な
っ
た
・
以
前
よ
り
ひ
ど

く
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
　
等

▼
相
談
内
容

　
精
神
科
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相

談
員
・
保
健
師
に
よ
る
相
談
を
行
い

ま
す
。

※
予
約
制
で
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
29
日
（
月
）

○
平
成
23
年
2
月
28
日
（
月
）

両
日
と
も
に

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

予防接種名

Ｂ Ｃ Ｇ � � � � � � � � �

三種混合1期初回・
追加（ジフテリア・
百日咳・破傷風）

麻 し ん 風 し ん
混 合 １ 期 　 　

日 本 脳 炎 1 期

日 本 脳 炎 2 期

二 種 混 合 ２ 期
（ジフテリア・破傷風）

通知発送対象児

平成19年11月生まれ

平成22年8月生まれ

平成21年11月生まれ

平成11年11月生まれ

ポ
リ
オ

1
回
目

2
回
目

平成２２年
４月１日～
２２年
６月３０日
生まれ

平成２１年
１０月５日～
２１年
１２月３１日
生まれ 現在接種のおすす

めを控えています



　　
地
域
で
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、

「
笛
吹
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
親
子

▼
日
時
　
11
月
29
日
（
月
）

　
受
付
　
午
前
9
時
45
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
講
師
　
川
上
琴
美
氏
（
山
梨
学
院
短

期
大
学
保
育
科
教
授
）

▼
内
容
　
親
子
で
表
現
遊
び

▼
定
員
　
親
子
1
0
0
組

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
乳
幼
児
の
身
の
回
り
品
（
オ

ム
ツ
・
飲
み
物
な
ど
）

▼
申
込
方
法
　
11
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
、

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
主
催
　
笛
吹
市

▼
協
力
団
体

○
N
P
O
法
人�

H
a
p
p
y�

S
p
a
c
e

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

○
N
P
O
法
人
み
ん
な
の
楽
校
あ
っ
ぷ
る

○
N
P
O
法
人
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
笛
吹

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
子
ど
も
・
親
子
・
大
人
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
・
交
流
・
つ
ど
い
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
28
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館

▼
内
容
　
絵
の
展
示
、
お
は
な
し
会
、

着
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
、
ダ
ー
ツ
、
輪
投

げ
、
親
子
工
作
、
バ
ル
ー
ン
、
乳
幼

児
写
真
展
示
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ト
ン
ネ

ル
、
お
ば
け
屋
敷
、
育
児
相
談
、
手

形
色
紙
・
絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
問
合
せ
先
　
八
代
総
合
会
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
4
0
1
1

　
お
子
さ
ん
と
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
体
操

を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
・
定
員
　
1
歳
6
カ
月
〜
3
歳

未
満
の
乳
幼
児
親
子
　
15
組

▼
日
時
　
11
月
5
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
河
野
　
水
伽
氏
（
子
供
身
体

運
動
発
達
指
導
士
）

▼
持
ち
物
　
な
わ
と
び
1
本

▼
申
込
方
法
　
事
前
に
お
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
2
8
6
6

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
出
張
開
設

し
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
特
に
申

し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
の
親
子

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
6
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

○
11
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

　
境
川
総
合
会
館

▼
内
容
　
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
お
も

ち
ゃ
な
ど
を
持
っ
て
来
て
、
会
場
は
「
ミ

ニ
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」
に
な
り
ま
す
。

手
遊
び
、
工
作
な
ど
お
楽
し
み
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き

っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
親
子
で
参
加
で
き
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
・
定
員
　
市
内
在
住
の
乳
幼
児

親
子
　
30
組

▼
日
時
　
11
月
19
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
内

　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
半
田
美
惠
子
氏
（
笛
吹
市
社

会
体
育
指
導
員
）

▼
持
ち
物
　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
秋
の
ミ
ニ
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
体
を
た
く
さ
ん
動
か
し
て
遊
び
ま
し

ょ
う
。

▼
対
象
・
定
員
　
1
歳
6
カ
月
か
ら
未

就
学
児
の
子
ど
も
と
保
護
者
　
25
組

▼
日
時
　
11
月
5
日
（
金
）
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
45
分
（
受
付
10
時
15
分
か
ら
）

▼
場
所
　
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
3
階

▼
内
容
　
バ
ル
ー
ン
遊
び
、
エ
ア
ー
ボ

ー
ル
、
手
作
り
ダ
ン
ボ
ー
ル
カ
ー
で

よ
ー
い
ど
ん
、
小
道
具
遊
び

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物

　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
、
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
１
３
４
５

　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
で
は
、

毎
月
第
一
日
曜
日
を
開
所
し
て
パ
パ
と

お
子
さ
ん
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
広
場
を
と
び
出
し
て
森
の
中

で
遊
び
ま
す
。

　
体
い
っ
ぱ
い
、
秋
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
対
象
・
定
員

　
0
才
〜
未
就
園
児
と
保
護
者
　
15
組

▼
日
時
　
11
月
7
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

▼
場
所
　
黒
坂
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　
（
境
川
町
大
黒
坂
1
0
5
5
）

▼
内
容
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
落
ち

葉
の
プ
ー
ル
、
焼
き
芋

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
の

品
、
親
子
の
お
弁
当
と
飲
み
物
、
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
さ
つ
ま
い
も

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い

▼
対
象
・
定
員
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ

ハ
イ
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

■
日
時
　
11
月
11
日
（
木
）･
18
日
（
木
）･

25
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円
（
心

理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽
C
D

と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

H
a
p
p
y�

�
�S

p
a
c
e�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
峡
東
地
区
保
育
所
（
園
）
保
護
者
連
合

会
は
、
サ
ッ
カ
ー
史
上
初
の
車
い
す
の

監
督
と
し
活
躍
し
、
現
在
、
講
演
･
執

筆
活
動
な
ど
多
方
面
で
活
躍
中
の
羽
中

田
昌
氏
を
招
き
家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
21
日
（
日
）

　
開
場
�

午
後
1
時

▼
場
所
　
甲
州
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
参
加
費
　
無
料

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

p
a

g
e

s
/

g
p

/
fu

e
fu

k
ifo

ik
u

e
n

/

■
問
合
せ
先
　
甲
州
市
大
藤
保
育
所

　
☎
・
℻
0
5
5
3
（
3
3
）
4
1
3
1

　
11
月
9
日
（
火
）
か
ら

15
日
（
月
）
ま
で
の
一
週

間
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
市
民
の
方
々
に
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、
尊
い

生
命
と
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

�
次
の
項
目
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

▼
住
宅
防
火
対
策

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置
促
進

○
独
居
老
人
世
帯
等
に
対
す
る
訪
問
防

火
診
断

▼
旅
館
、
ホ
テ
ル
等
の
防
火
管
理
体
制

の
充
実

○
自
衛
消
防
訓
練
の
促
進
と
実
施
指
導

○
避
難
施
設
、
消
防
用
設
備
等
の
維
持

管
理
の
徹
底

○
防
炎
品
の
使
用
徹
底

▼
防
火
広
報
活
動

○
防
災
行
政
無
線
放
送
、
消
防
車
両
並

び
に
大
型
物
品
販
売
店
舗
等
の
店
内

放
送
に
よ
る
防
火
広
報

○
防
火
広
報

○
防
火
図
画
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

及
び
配
布

○
防
火
啓
発
用
パ
ネ
ル
等
の
提
示

▼
車
両
（
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
等
）
火
災

等
予
防
対
策

○
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
（
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
）
の
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

　
住
宅
防
火
の
「
切
り
札
」
で
あ
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
普
及
に
つ
い

て
は
、
特
に
推
進
し
、
強
力
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
発

生
を
い
ち
早
く
見
つ
け
て
逃
げ
遅
れ
を

防
ぎ
ま
す
。
早
期
に
設
置
し
て
、
ご
自

身
や
ご
家
族
の
尊
い
生
命
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
火
災
予
防
に
努
め
、
火
災
の
な
い
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先
　
市
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9



　
市
で
は
、
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
憩
い
の
場
や
道
路
沿
い
な
ど

へ
花
を
植
え
た
り
、
育
て
た
い
地
区
・

住
民
の
団
体
な
ど
に
対
し
て
花
の
苗
や
、

種
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
花
苗
配
布
事
業
を
利
用
し
て
、

多
く
の
団
体
が
、
市
役
所
入
り
口
や
、

公
民
館
、
道
路
沿
い
、
土
手
沿
い
な
ど

の
花
だ
ん
や
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
、
花

を
植
え
ま
し
た
。

　
公
共
の
空
地
な
ど
が
あ
り
、
花
が
大

好
き
な
方
は
、
仲
間
と
一
緒
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

�
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
で
、

確
認
の
仕
方
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談
も
引
き

続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ

お
手
元
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
あ

る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
場
所

○
11
月
17
日
（
水
）

　
市
役
所
本
庁
3
階
　
会
議
室

○
12
月
15
日
（
水
）
一
宮
支
所

▼
時
間

　
午
前
9
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
4
時
（
両
日
と
も
）

▼
持
ち
物

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど

※
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
10
月

25
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

▼
対
象

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年
6
月

16
日
（
水
）
現
在
で
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
方

▼
受
付
期
間

平
成
22
年
10
月
25
日
〜
平
成
24
年
3

月
31
日

※
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま

す
。
ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な

い
方
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
　
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　
☎
0
5
7
0
（
0
5
9
）
2
0
4

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
I
P
電
話
、
P
H
S
の
場
合

　
☎
0
3
（
5
8
6
0
）
2
7
4
8

受
付
時
間
　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後

6
時
（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

　
就
農
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談

希
望
の
方
は
、
事
前
に
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
対
象

　
峡
東
地
域
に
就
農
を
予
定
ま
た
は
希

望
し
て
い
る
方
（
農
業
後
継
者
、
新

規
参
入
者
等
）

▼
日
時･

場
所
　
11
月
28
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

市
役
所
3
階
第
1
会
議
室

▼
申
込
先
・
期
日
　
峡
東
農
務
事
務
所

農
業
農
村
支
援
課
（
峡
東
地
域
普
及

セ
ン
タ
ー
）
に
11
月
18
日
（
木
）
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
0
7

�
℻
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
0
9

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
斡
旋
図
書

○
農
業
日
誌
　
　
　
　
1
4
0
0
円

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
　
1
4
0
0
円

○
新
農
家
暦
　
　
　
　
　
4
6
0
円

▼
申
し
込
み
期
限
　
11
月
30
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当
　

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

ま
た
は
各
支
所

　
従
来
よ
り
、
女
性
の
日
常
で
起
こ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
電
話
専
用
の
相
談
窓
口
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
強
化
週
間
中
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
の
解
決
へ
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
強
化
期
間

　
11
月
15
日
（
月
）
〜
21
日
（
日
）

▼
時
間
（
強
化
週
間
期
間
中
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

※
土
曜
日
、
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午

後
5
時
ま
で

▼
相
談
電
話
番
号

　
☎
0
5
7
0
（
0
7
0
）
8
1
0

▼
実
施
機
関

甲
府
地
方
法
務
局
、
山
梨
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

▼
相
談
担
当
者
　
甲
府
地
方
法
務
局
職
員
、

�
人
権
擁
護
委
員

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
2
3
9

　
結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
5
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
11
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
Ｌ
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
《
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
》
�

　h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
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n
c
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m
o

b
ile

/
m

o
b
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p

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相

談
所
登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢

者
の
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結

婚
相
談
員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、

情
報
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
「
第
62
回
人
権
週
間
」
行
事
の
一
環
と

し
て
、
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
い
じ
め
や
、
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
す

る
と
と
も
に
、
人
権
侵
犯
事
件
の
被
害

者
救
済
を
図
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
6
日
（
月
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所

八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
2
階
多
目
的

ホ
ー
ル

※
相
談
料
は
無
料
で
、
相
談
の
秘
密
は

守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
暮
ら
し
の
小
さ
な
問
題
か
ら
事
業
の

大
き
な
悩
み
ま
で
、
幅
広
く
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
複
雑
な
問
題
に
は
複
数
の
専
門
家
が

合
同
で
対
応
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3

時
30
分

※
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
場
所
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

▼
参
加
団
体

山
梨
県
司
法
書
士
会
、
山
梨
県
行
政

書
士
会
、
山
梨
県
社
会
保
険
労
務
士
会
、

山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
東
京

地
方
税
理
士
会
山
梨
県
会
、
日
本
公

認
会
計
士
協
会
東
京
会
山
梨
県
会
、

山
梨
県
弁
護
士
会
、
日
本
弁
理
士
会

関
東
支
部
山
梨
委
員
会
、
山
梨
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会
、
中
小
企
業
診
断

協
会
山
梨
県
支
部

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
1
3
1
1



　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
金
融
）
な
ど
複
数
の
金
融
業

者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
17
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階

　
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　

　
司
法
書
士
　
網
倉
義
久
氏

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
わ
か
る
資
料

※
予
約
不
要
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
消
防
団
で
は
、
市
消
防
本
部
・
県

消
防
防
災
航
空
隊
と
合
同
で
、
大
規
模

災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
迅
速
か
つ
的

確
な
活
動
を
展
開
し
、
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
消
防
合

同
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
7
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
鵜
飼
橋
下
流
河
川
敷
（
石
和

町
市
部
）

▼
訓
練
内
容

○
消
防
団
に
よ
る
中
継
放
水
訓
練

○
林
野
火
災
初
期
消
火
訓
練
（
ジ
ェ
ッ

ト
シ
ュ
ー
タ
ー
取
扱
訓
練
）

○
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
空
中
消
火

バ
ケ
ッ
ト
給
水
訓
練

○
救
出
救
助

※
訓
練
当
日
は
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
訓
練
も
実
施
さ
れ
、
消
防
車

両
が
多
く
出
動
し
ま
す
が
、
実
際
の

災
害
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
課
　
消
防
防
災
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
給
与
の
支
払
者
を
対
象
に
、
平
成
22

年
分
年
末
調
整
の
し
か
た
並
び
に
法
定

調
書
・
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提

出
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
程
・
場
所

○
笛
吹
市
対
象

　
・
11
月
9
日
（
火
）

　
・
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

○
山
梨
市
対
象

　
・
11
月
17
日
（
水
）

　
・
山
梨
市
民
会
館

○
甲
州
市
対
象

　
・
11
月
19
日
（
金
）

　
・
甲
州
市
民
文
化
会
館

▼
時
間

・
用
紙
配
布

　
午
後
1
時
〜
1
時
30
分

・
説
明
会

�
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

※
対
象
地
域
の
説
明
会
に
出
席
で
き
な

い
場
合
は
、
他
の
地
域
の
説
明
会
場

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
先

○
年
末
調
整
の
し
か
た
及
び
源
泉
所
得

税
に
つ
い
て

山
梨
税
務
署
　
法
人
課
税

第
1
部
門
　
源
泉
所
得
税
担
当

☎
0
5
5
3
（
2
2
）
2
9
4
0

○
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

山
梨
税
務
署
�

管
理
運
営
部
門

資
料
情
報
担
当

☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
3

○
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
及

び
住
民
税
に
つ
い
て

市
税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
源
泉
所
得
税
の
納
付
は
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
」

の
利
用
が
便
利
で
す
。
源
泉
徴
収
票
や

各
種
支
払
調
書
も
、
税
務
署
に
足
を
運

ば
ず
に
提
出
で
き
ま
す
。

　
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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■
問
合
せ
先

・
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク

　
☎
0
5
7
0
（
0
1
5
）
9
0
1

・
I
P
電
話
等
を
ご
利
用
の
場
合

　
☎
0
3
（
5
6
3
8
）
5
1
7
1

　
4
月
1
日
か
ら
31
日
以
上
の
雇
用
見

込
み
が
あ
り
、
1
週
間
に
20
時
間
以
上

働
く
方
は
雇
用
保
険
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
保
険
（
雇
用
保
険
と
労

災
保
険
を
総
称
し
た
言
葉
）
は
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
に
対

し
て
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
雇
わ
れ
て
い
る
者
の
身
分
は

問
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
確
認
の
う
え
、
早
期
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
甲
府
公
共
職
業
安
定
所
　
適
用
課

　
☎
0
5
5
（
2
3
2
）
6
0
6
0

　
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
犯
罪
行
為
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
方
、
ご
遺
族
の
方

に
国
か
ら
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
対
象
・
給
付
金
額

松
本
サ
リ
ン
事
件
（
平
成
6
年
6
月
）

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
（
平
成
7
年
3
月
）

な
ど
の
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
犯

罪
行
為
に
よ
り
、

○
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族

　
2
0
0
0
万
円

○
障
害
が
残
っ
た
方

　
3
0
0
0
万
円
〜
5
0
0
万
円

○
傷
病
を
負
っ
た
方

　
1
0
0
万
円
〜
10
万
円

▼
申
請
期
限

　
12
月
17
日
（
金
）
ま
で

※
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分

■
問
合
せ
先

山
梨
県
警
察
本
部
警
務
課
犯
罪
被
害

者
支
援
室

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
2
1
2
1

　
11
月
20
日
（
土
）
の
「
県
民
の
日
」
を

記
念
し
て
、
各
種
行
事
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

県
民
の
日
記
念
行
事
「
交
流
広
場
」

▼
日
時
　
11
月
13
日
（
土
）
〜
14
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所

　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

▼
内
容

　
県
内
各
地
の
特
産
品
を
は
じ
め
、

多
数
の
展
示
や
体
験
、
相
談
コ
ー
ナ

ー
や
各
種
団
体
に
よ
る
活
動
内
容
の

発
表
の
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

県
有
施
設
の
無
料
開
放

　
県
立
美
術
館
、
博
物
館
、
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
県
有
施
設
で
、
観
覧
料
・

入
館
料
な
ど
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

▼
日
程

　
11
月
20
日
（
土
）

市
町
村
有
施
設
の
無
料
開
放

▼
日
程

　
11
月
20
日
（
土
）

※
他
市
の
施
設
も
対
象
で
す
。

ま
た
、
市
町
村
、
施
設
に
よ
り
日
程

が
異
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

県
民
の
日
記
念
行
事
実
行
委
員
会
事

務
局
（
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課
内
）

☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
5
0

℻
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
5
4

「
県
民
の
日
」
市
内
の
無
料
開
放
施
設

○
八
田
家
書
院

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
1
1

○
青
楓
美
術
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
1
2
2

○
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
3
3
3
3

日
本
中
央
競
馬
会�

ウ
イ
ン
ズ
石
和
様

（
石
和
町
窪
中
島
）

【
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
一
式
】

財
団
法
人�

北
野
生
涯
教
育
振
興
会
様

（
東
京
都
目
黒
区
）

【
彫
刻
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
用
ポ
ス
ト
】

㈱
マ
イ
カ
ル
石
和
サ
テ
ィ
石
和
店
様

（
石
和
町
松
本
）

【
雑
巾
・
タ
オ
ル
】



■�問合せ先　ごみ減量課　�☎�055（261）2044　または各支所

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
で

あ
る
テ
レ
ビ（
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
、

液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
）
・
エ
ア

コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾

燥
機
の
特
別
収
集
を
行
い
ま
す
。

※
業
務
用
の
家
電
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

▼
日
時
・
場
所
　
12
月
11
日（
土
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
市
役
所
本
庁
舎
　
東
側
駐
車
場

※
朝
の
早
い
時
間
帯
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
、
受
付
・
受
領
に
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
家
電
４
品
目

○
エ
ア
コ
ン

○
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
、
液
晶
・

プ
ラ
ズ
マ
）

○
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫

○
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

▼
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
に
つ
い
て

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
に

つ
い
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
か
か

り
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
品
目
と
メ
ー

カ
ー
名
で
料
金
が
異
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
（
例
）

・
エ
ア
コ
ン
　
　
　�

�
�

�

３
１
５
０
円

・
テ
レ
ビ
　
　
　
　�

�
�

�

２
８
３
５
円

・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫�

�
�

�

５
８
６
９
円

・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機�

３
４
４
４
円

※
く
わ
し
い
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

は
こ
ち
ら
へ

（
財
）
家
電
製
品
協
会
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
券
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
―
３
１
９
６
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
.rk

c
.a

e
h

a
.o

r.jp
/

　
古
タ
イ
ヤ
と
バ
ッ
テ
リ
ー
の
み
の

回
収
で
す
。
な
お
、
お
店
な
ど
事
業

に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
た
古
タ
イ
ヤ
・

バ
ッ
テ
リ
ー
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

▼
日
時
・
場
所

　
下
記
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※
回
収
場
所
は
、
お
住
ま
い
の
町
だ

け
で
な
く
、
他
の
回
収
場
所
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
タ
イ
ヤ
回
収
料
金

○
自
転
車
　
　
　
１
０
０
円

○
テ
イ
ラ
ー
・
リ
ヤ
カ
ー�

２
０
０
円

○
軽
・
普
通
車
　
２
０
０
円

○
大
型
車
　
　
　
５
０
０
円

※
ホ
イ
ー
ル
が
付
い
て
い
て
も
回
収

し
ま
す
。バ
ッ
テ
リ
ー
は
無
料
で
す
。

　
今
年
度
、
市
内
各
地
区
の
資
源
物

回
収
会
場
で
廃
食
油
・
賞
味
期
限
切

れ
の
油
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
集
め

ら
れ
た
廃
食
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
と
な
り
、
ご
み
収
集
車
な

ど
の
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

11
月
は
芦
川
地
区
で
、
12
月
は
一
宮

地
区
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
手
持

ち
の
廃
食
油
が
あ
れ
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
透
明
な
容
器
に
入
れ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

○
芦
川
地
区
　
11
月
７
日（
日
）

上
芦
川
…
諏
訪
神
社
前

　
鶯
宿
…
…
鶯
宿
公
民
館
前

　
と
も
に
午
前
８
時
〜
９
時

○
一
宮
地
区

・
12
月
４
日（
土
）

　
田
中
…
田
中
公
民
館

　
午
前
６
時
〜
８
時

　
竹
原
田
…
竹
原
田
公
民
館

　
午
前
７
時
〜
８
時

・
５
日（
日
）

　
金
田
…
老
人
憩
い
の
家（
旧
公
民
館
）

　
午
前
７
時
〜
８
時
30
分

末
木
…
小
池
板
金
前
志
村
氏
宅
駐

車
場
　
午
前
６
時
〜
８
時
30
分

・
11
日（
土
）

　
中
尾
…
中
尾
公
民
館

　
塩
田
…
塩
田
公
民
館

　
と
も
に
午
前
６
時
30
分
〜
８
時

・
12
日（
日
）

　
土
塚
…
熊
野
神
社
境
内

　
午
前
６
時
〜
８
時
30
分

　
石
…
…
マ
ル
イ
果
実
組
合

　
午
前
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

▼
回
収
す
る
油
の
種
類

　
植
物
油（
菜
種
、
大
豆
、
コ
ー
ン
、

べ
に
花
、
ご
ま
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
）

○
鉱
物
油
、
牛
・
豚
脂
、
パ
ー
ム
な

ど
の
油
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

○
天
か
す
な
ど
は
取
り
除
い
て
く
だ

さ
い
。

○
廃
食
油
回
収
後
、
容
器
は
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

回収日

12月4日（土）

12月5日（日）

12月4日（土）

12月5日（日）

12月5日（日）

12月4日（土）

12月4日（土）

地　区

石　和

御　坂

一　宮

八　代

境　川

春日居

芦　川

回収場所

市役所本庁舎駐車場

御坂支所駐車場

一宮福祉センター前駐車場

八代支所前駐車場

境川支所裏駐車場

春日居支所北側駐車場（商工
会館裏）

芦川ふるさと総合センター
駐車場

収集時間

午前８時
～

11時

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

小型動力ポンプ積載水槽車

ポンプ車

用水路測量設計業務委託（一宮地区）

駅北口下水道管渠実施設計業務委託

温泉配湯管改修工事（第2地区）

八代ふるさと公園水路改修工事

四日市場地内水路改修工事

市道石和53・54号線側溝改修工事

石農道改良工事（2工区）

市道八代325号線用地測量業務委託

市道石和5号線舗装工事

石和第二保育所下水道接続工事

緊急舗装修繕業務委託3

緊急維持修繕業務委託5

雨量観測システム整備工事

林道鶯宿中芦川線開設工事（鶯宿工区）

境川浄水場関連送・配水管布設工事実施設計業務委託

新巻用水路改修工事

境川配水場関連送水管布設工事（5工区）

境川配水場関連送水管布設工事（4工区）

小型動力ポンプ付軽積載車

砂原橋詳細設計業務委託

一宮町配水管布設工事第1工区

春日居福祉会館エアコン取替工事

消防団一宮分団第18部拠点施設新築工事

みさか桃源郷公園園路改修工事

小山地内水路改修工事

市道石和5号線道路改良工事

境川配水場関連送水管布設工事（1工区）

境川配水場関連送水管布設工事（2工区）

笛吹市生活保護等版レセプト管理システム用機器設置業務

石和第五保育所地質調査業務

測量設計調査業務委託

境川町地内舗装工事

市道石和128号線舗装本復旧工事

舗装本復旧工事第2工区（一宮）

舗装本復旧工事第5工区（八代）

林道維持管理業務その2

下水道管渠布設工事第11工区（一宮）

下水道管渠布設工事第9工区（一宮）

市道一宮1-2号線側溝改修工事（2工区）

農業用施設緊急補修業務委託（4工区）

農業用施設緊急補修業務委託（5工区）

農業用施設緊急補修業務委託（6工区）

緊急維持修繕業務委託6

下水道関連配水管布設替工事第1工区（一宮）

栗合地内石綿管布設替工事

下水道関連配水管布設替工事第1工区（春日居）

尾山地内配水管布設工事

春日居町鎮目（消防団春日居分団第5部）

石和町市部（消防団石和分団第2部）

一宮町国分、上矢作

石和町松本

春日居町鎮目

八代町岡

石和町四日市場

石和町松本

一宮町石

八代町高家

石和町広瀬

石和町四日市場

石和町・一宮町・春日居町

市内（石和）

市内全域

芦川町中芦川

境川町

一宮町新巻

境川町

境川町

一宮町金沢（消防団一宮分団第18部）

石和町・八代町

一宮町東原

春日居福祉会館

一宮町金沢

御坂町尾山

境川町小山

石和町広瀬

境川町

境川町

保健福祉部生活援護課

石和町松本

御坂町・八代町

境川町

石和町窪中島

一宮町土塚

八代町高家

御坂町・境川町・芦川町

一宮町末木

一宮町塩田

一宮町千米寺

石和町・春日居町

一宮町・御坂町

八代町・境川町・芦川町

一宮町・春日居町

一宮町塩田

御坂町栗合

春日居町小松

御坂町尾山

¥12,000,000

¥16,000,000

¥5,300,000

¥8,500,000

¥7,900,000

¥2,180,000

¥2,540,000

¥4,410,000

¥26,000,000

¥3,100,000

¥6,000,000

¥3,300,000

¥9,600,000

¥9,620,000

¥28,000,000

¥42,000,000

¥4,300,000

¥6,000,000

¥11,500,000

¥23,000,000

¥4,200,000

¥80,000,000

¥4,000,000

¥8,400,000

¥16,200,000

¥2,400,000

¥3,000,000

¥11,000,000

¥52,000,000

¥53,000,000

¥2,000,000

¥1,300,000

¥5,800,000

¥3,300,000

¥4,300,000

¥8,200,000

¥9,300,000

¥2,100,000

¥4,400,000

¥6,700,000

¥7,800,000

¥8,400,000

¥8,200,000

¥8,300,000

¥12,800,000

¥5,600,000

¥7,900,000

¥10,000,000

¥10,000,000

¥11,790,000

¥15,760,000

¥4,750,000

¥7,650,000

¥7,580,000

¥1,740,000

¥2,220,000

¥3,660,000

¥21,900,000

¥2,270,000

¥5,750,000

¥2,900,000

¥9,200,000

¥6,680,000

¥25,300,000

¥36,000,000

¥2,300,000

¥5,700,000

¥10,450,000

¥21,300,000

¥4,117,000

¥70,200,000

¥3,760,000

¥7,980,000

¥15,400,000

¥2,080,000

¥2,890,000

¥8,000,000

¥48,070,000

¥49,300,000

¥1,250,000

¥965,000

¥4,640,000

¥3,200,000

¥4,100,000

¥7,850,000

¥9,000,000

¥1,600,000

¥4,150,000

¥6,360,000

¥7,170,000

¥6,670,000

¥6,140,000

¥6,470,000

¥9,470,000

¥5,230,000

¥7,260,000

¥9,250,000

¥9,200,000

東八防災（株）

東八防災（株）

（株）山梨技術研究所

（株）ブレーンズ

（有）松山興業

（株）総合建設斉藤組

（有）荻野土建

（株）小越建設

武藤工業（株）

昭和測量（株）

（株）NIPPO山梨統括事業所

（有）浅川住宅設備

（株）日昇建設

（株）日工建設

日本電子サービス（株）笛吹営業所

（株）飯塚工業

（株）日水コン山梨事務所

（有）桃李

石原設備

（有）ツチヤ設備

東八防災（株）

（株）長大山梨事務所

（有）桃李

（有）エルテック

（株）中村工務店

（株）石和植木

（有）雨宮組

（有）末木建設

（有）浅川住宅設備

（有）タナカ設備

北日本コンピューターサービス（株）

（株）山梨ボーリング

望月測量設計（株）峡東支店

（株）拓甲建設笛吹支店

中央舗道建設（有）

（株）日昇建設

（株）NIPPO山梨統括事業所

霜村工務店

（株）日工建設

（有）桃李

（株）佐野緑化土木

（株）筒井建設

（株）上野建工

（株）飯塚工業

（株）日工建設

（有）桃李

（有）石倉興業

（有）佐野工業所

（有）宮下設備

平成22年8月17日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年8月24日

〃

〃

〃

〃

平成22年8月24日※

平成22年8月24日※

平成22年9月7日

〃

平成22年9月7日※

平成22年9月7日※

平成22年9月14日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年9月14日※

平成22年9月14日※

平成22年9月21日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年9月21日※

平成22年9月21日※

平成22年9月21日※

平成22年9月21日※



101歳の標正江さん（春日居町）

スクラムを組むラグビー出場者

さくら温泉通りを散策する参加者 ぶどうのデザートを作る参加者

　
９
月
１
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
の

期
間
で
、
市
商
工
会
、
御
坂
町
観
光

協
会
、
石
和
温
泉
観
光
協
会
、
石
和

温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
主
催
に
よ

り
、
市
の
ぶ
ど
う
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

イ
ベ
ン
ト
「
ぶ
ど
う
E
X
P
O
２
０

１
０
」
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　
そ
の
開
幕
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
９
月
４
日
、
御
坂
農
園
グ
レ
ー
プ

ハ
ウ
ス
で
、
御
坂
産
ぶ
ど
う
を
使
用

し
た
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
親
子
連
れ
や
小
学
校

の
友
達
同
士
な
ど
５
組
で
、
自
慢
の

腕
前
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
19
日
、
石
和
温
泉
郷

を
宿
泊
客
な
ど
が
浴
衣
を
着
用
し

て
、
高
温
温
泉
湧
出
50
周
年
を
迎

え
る
石
和
温
泉
郷
（
石
和
温
泉
観

光
の
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
て
市
役
所
前

を
ゴ
ー
ル
と
す
る
約
４
㎞
の
行
程
）

を
散
策
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
経
路
の
途
中
で
ぶ
ど
う

が
、
ふ
る
ま
わ
れ
た
り
、
参
加
賞
と

し
て
温
泉
券
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
、
初
秋
の
笛
吹
市
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

　
９
月
11
、
12
、
19
日
を
中
心
に
「
第

63
回
山
梨
県
体
育
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
、
笛
吹
市
は
、
夏
季
大
会
を
合
わ

せ
て
、
男
子
30
種
目
、
女
子
15
種
目

に
出
場
し
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
、
卓
球
男
子
、
ラ
グ
ビ
ー
が
昨

年
に
続
き
、
連
覇
し
、
さ
ら
に
、
市

の
部
で
総
合
準
優
勝
と
い
う
好
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
会
式
で
は
、
体
育
功
労

賞
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
笛
吹
市

よ
り
、
「
間
瀬
正
次
さ
ん
（
石
和
町
）
、

故
　
宮
川
美
代
子
さ
ん
（
境
川
町
）
」

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
（
８
競
技
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
、
卓
球
男
子
、

ラ
グ
ビ
ー
、
テ
ニ
ス
、
空
手
道
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
男
子

準
優
勝

ラ
イ
フ
ル
射
撃
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女

子
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
女
子
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
女
子

三
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
女
子
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
、
弓

道
女
子
、
綱
引
き

総
合
得
点
順
位

優
　
勝
　
甲
府
市
　
　
　
　
２
１
２

準
優
勝
　
笛
吹
市
　
　
　
　
１
４
７

三
　
位
　
南
ア
ル
プ
ス
市
　
１
４
２

　
市
で
は
、
敬
老
の
日
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
満
77
歳
６
７
４
人
、
満
88

歳
３
０
１
人
、
満
１
０
０
歳
以
上
43

人
の
方
々
に
敬
老
祝
金
を
贈
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
９
月
17
日
、
19
日
の
両
日

に
は
、
荻
野
市
長
ら
市
関
係
者
が
、

市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
を
訪
問

し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
17
日
に
訪
問
し
た
一
宮
町
の
志
村

軍
　
さ
ん
（
１
０
０
歳
・
表
紙
写

真
）
は
、
ご
自
身
の
小
学
生
時
代
の

こ
と
や
、
県
外
に
勤
め
ら
れ
て
い
た

時
の
思
い
出
な
ど
、
昔
を
振
り
返
っ

て
、
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　平成19年度の市民講座３学期に実施した『古布縮めんの
お細工物』講座を受講した方の中の11名が、「せっかく市
民講座で学んだのだから自分たちで学び続けたい」という
ことで、『スコレー古布縮めんの会』を立ち上げ、講師の
菅原さち子先生（石和町小石和）のご指導を受けています。
　今回、２年半をかけて吊るし雛「大吊るし」を全員が仕
上げる事ができたので、菅原先生と、学ぶことのきっかけ
を作ってくれた「市民講座」への感謝と恩返しの意味を込
めて発表会を実施しました。連日、市内外より多くの皆さ
まが来場され、感嘆してくださり、盛会な中終了しました。
　10月からはより一層精進し、学びを深めるために会場を
スコレーパリオから菅原先生の自宅に移し、切磋琢磨しな
がら続けて行くと、皆さん瞳をキラキラさせて話してくれ
ました。
　このように『自主講座』を立ち上げ、有意義な活動を続
けている方たちがいることは市民講座を担当している私た
ちにとって、とても嬉しく大きな励みになっています。
　皆さんも、ぜひ市民講座をきっかけとし、『自主講座』
で長く続けられる学びの場を広げていってください。

　
円
と
渦
の
デ
ザ
イ
ン
が
美
し
さ
を

織
り
な
す
縄
文
土
器
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間
　
11
月
29
日（
月
）ま
で

　
縄
文
時
代
の
大
遺
跡
、
北
杜
市
の

金
生
遺
跡
と
谷
戸
城
ふ
る
さ
と
歴
史

館
を
訪
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
14
日（
日
）

　
集
合
９
時
、
解
散
午
後
４
時（
予
定
）

▼
講
師
　
新
津
健
氏
（
前
山
梨
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
定
員
　
40
名（
要
申
し
込
み
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
お
弁
当
、
水
筒

※
歩
き
や
す
い
格
好
で
来
て
く
だ
さ
い
。

　
釈
迦
堂
発
掘
か
ら
30
年
。
釈
迦
堂

か
ら
縄
文
人
の
世
界
観
や
暮
ら
し
に

つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
23
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

▼
講
師
　
小
野
正
文
氏
（
山
梨
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
定
員
　
50
名
（
要
申
し
込
み
）

▼
参
加
費
　
無
料

　
開
館
記
念
日
に
、
薄
茶
席
の
振
る

舞
い
、
収
蔵
庫
特
別
公
開
を
行
い
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
３
日
（
水
）

※
薄
茶
席
は
ご
入
館
の
方
、
先
着
１

０
０
名
様
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

　
秋
の
夜
長
、
釈
迦
堂
で
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
５
日（
金
）

　
午
後
８
時
30
分
ま
で

　
ド
ン
グ
リ
で
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ
て

食
べ
よ
う
。

▼
日
時
　
11
月
20
日（
土
）午
前
10
時

▼
定
員
　
30
名（
要
申
し
込
み
）

▼
材
料
費
　
２
０
０
円

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

11
月
6
日（
土
）･
13
日（
土
）･
20
日（
土
）･

27
日（
土
）

午
前
の
部
�

11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
�
2
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

11
月
4
日（
木
）･
18
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

※
18
日
（
木
）
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
手

作
り
絵
本
教
室
の
作
品
の
発
表
、
展

示
を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

11
月
11
日（
木
）・
25
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

※
11
日
（
木
）
の
タ
ン
タ
ン
は
オ
カ
リ
ナ

お
は
な
し
会
で
す
。
詳
し
く
は
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
楽
蔵
お
は
な
し
会
（
お
話
・
工
作
・

映
画
会
）

　
11
月
6
日（
土
）午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

11
月
9
日（
火
）午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
４
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

11
月
19
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
11
月
10
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜
　

11
月
7
日（
日
）･
14
日（
日
）･
28
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

11
月
12
日（
金
）･
26
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
11
月
13
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

11
月
17
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

11
月
21
日（
日
）午
後
2
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
11
月
13
日（
土
）午
後
1
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

11
月
10
日（
水
）･
17
日（
水
）･
24
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

11
月
6
日
（
土
）午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

11
月
9
日（
火
）･
23
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

11
月
13
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

11
月
20
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

11
月
27
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

雨
宮
）

☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

1
日
（
月
）・
8
日
（
月
）・
15
日
（
月
）・

22
日（
月
）・
29
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

4
日
（
木
）・
10
日
（
水
）・
17
日
（
水
）・

24
日（
水
）・
30
日（
火
）

◆
一
宮
図
書
館

1
日
（
月
）・
8
日
（
月
）・
15
日
（
月
）・

22
日
（
月
）・
23
日
（
火
）・
29
日
（
月
）・

30
日（
火
）

◆
八
代
図
書
館

1
日
（
月
）・
3
日
（
水
）・
8
日
（
月
）・

15
日
（
月
）・
22
日
（
月
）・
23
日
（
火
）・

29
日（
月
）・
30
日（
火
）

◆
境
川
図
書
室

3
日
（
水
）・
7
日
（
日
）・
14
日
（
日
）・

21
日（
日
）・
23
日（
火
）・
28
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

1
日
（
月
）・
4
日
（
木
）・
8
日
（
月
）・

15
日
（
月
）・
22
日
（
月
）・
24
日
（
水
）・

29
日（
月
）・
30
日（
火
）

　今年も青い空の下でおはなし会を開催!!オカリ
ナを聞きながらおいしいおいもを食べよう。もち
ろん、楽しい読み聞かせもあります！
▼日時　11月11日（木）　午前11時から
▼場所　石和図書館前広場　
※雨天の場合は2階視聴覚ホールで行います。
▼入場料　無料

　県立科学館天文ボランティアによる観望会を
開催いたします。冬の夜空は、より美しい星座や
星雲・星団が楽しめます。参加ご希望の方は事前
にお申し込みください。
▼日時　12月7日（火）　午後7時～8時30分
※悪天候の場合は中止になります。
▼場所　学びの杜みさか・御坂図書館
▼定員　30人（大人限定）
※11月15日（月）より受付開始。定員になり次第、

締め切ります。

■申込・問合せ先
　御坂図書館　☎055（263）0363

　保存期間を経過した雑誌・廃棄された一般図書・
児童書などが、100円で袋に詰め放題です。ご家
族そろってお出かけください。
○一宮図書館
▼日時　11月3日（水）午前9時30分～午後4時30分

○春日居ふるさと図書館
▼日時　11月13日（土）午前10時～午後4時30分

○八代図書館
▼日時　11月28日（日）正午～午後3時

石和図書館にて受け付けますので、カウンターまたは電話055（262）5959までお申し込み
ください。受講費は初回に集金いたします。

○フラワーアレンジメント教室
　素敵なアレンジメントが自分でできてしまう！大好評の教室です。初めて
の方でも、丁寧に指導しますのでご安心ください。
▼日時　・11月11日（木）　午後７時～9時　クリスマスアレンジ
　　　　・12月16日（木）　午後７時～9時　お正月飾り
▼場所　スコレーパリオ　1階陶芸実習室
▼講　師　河埜寿美子氏　　　　▼定員　20名
▼受講費　3,000円（2回分の材料費として）

○朗読教室
　初心者向けの朗読教室です。基礎から学んでみませんか。
▼日時　11月16日（火）、30日（火）、12月7日（火）、14日（火）
　　　　午後７時～9時
▼場所　石和図書館　2階読書室　▼講　師　小松明美氏　▼定員　15名
▼受講費　1,000円（教材費含む）

○おはなし会
　読み聞かせや朗読、工作など、子どもから大人
まで楽しめる内容でおはなし会をします。みんな
一緒に一宮図書館の開館記念日を楽しみましょう。
▼日時　11月3日（水）　午後2時から
▼場所　一宮図書館　入場無料

○昔の教科書展示
　一宮図書館では古文書に関連した本を集めて
います。そこで、今年は一宮町在住の古屋東臣氏
に寄贈して頂いた江戸時代から明治時代の教科
書を展示します。ぜひ、昔の教科書をご覧ください。
▼期間　11月3日（水）～28日（日）

○おはなし会
　読み聞かせや朗読、工作など、子どもから大人
まで楽しめる内容でおはなし会をします。みんな
一緒に一宮図書館の開館記念日を楽しみましょう。
▼日時　11月3日（水）　午後2時から
▼場所　一宮図書館　入場無料

○昔の教科書展示
　一宮図書館では古文書に関連した本を集めて
います。そこで、今年は一宮町在住の古屋東臣氏
に寄贈して頂いた江戸時代から明治時代の教科
書を展示します。ぜひ、昔の教科書をご覧ください。
▼期間　11月3日（水）～28日（日）

■申込・問合せ先　　石和図書館　　☎�0 5 5（ 2 6 2 ）5 9 5 9



▼「いちのみや桃の里マラソン大会」な
ど取材場所が広範囲に及ぶ場合、折りた

たみ自転車で行動します。今回取材した「第１回浴衣� de
ウォーク� in� 石和温泉」でも、活用しました。機動力があ
り、参加者の表情を多く写真に収められたり、チェックポ
イントに先回りできたり重宝します。また、初秋のさくら
温泉通りや笛吹川沿いを自転車で走ると気持ちが良いこと
にも気づきました。取材をしていて、また違った楽しみを
見つけました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K）

　毎年大人気の自衛隊音楽隊による、感動あふれる

演奏会です。

▼日時　12月5日(日)　開場　午後1時30分

　　　　　　　　　�　�開演　午後2時

▼場所　スコレーセンター　集会室

▼入場料　無料　※入場整理券は11月17日（水）午

前9時よりスコレーセンター窓口で配布します。

「昨年のコンサート」より

迫力ある演奏をお楽しみください

一生懸命練習していますので、見に来てください

　市民劇団がミュージカル「のっく」を上演します。

　「ある森の妖精たちはケンカばかりしていました。そんな仲間に

怒った一人の妖精が嵐をおこしました。嵐を鎮めるには人間の子ど

ものチカラが必要になるのですが・・・」はたして晴天を取り戻す

ことができるのか。みなさんも、妖精の国を「のっく」してみませ

んか!?�ぜひ、お越しください。

▼日時　○12月18日（土）　開場　午後2時30分　開演　午後3時

　　　　○12月19日（日）　開場　午後1時30分　開演　午後2時

▼場所　スコレーセンター　集会室

▼入場料　一般　500円　

　　　　　中学生以下　無料　（整理券配布はありません）

　山梨英和高等学校聖歌隊によるハンドベルとコー

ラスのクリスマスコンサートです。清らかなハンド

ベルの音色をお楽しみください。

▼日時　12月11日（土）　開場　午後1時30分

　　　　　　　　　　　�開演　午後2時

▼場所　スコレーセンター　集会室

▼曲目　「そりすべり」「Let's�Tango!」

　　　　「ママがサンタにキッスした」他

▼入場料　無料　※スコレーセンターで配布してい

る入場整理券が必要です。
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